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一般財団法人日本国際協力システム（JICS）は、日本の政
府開発援助（ODA）や各種の開発途上国支援において、調
達業務および管理業務などを行う、日本で最初の調達専門
機関です。

調達機関はなぜ必要か
国民の税金を原資とするＯＤＡ資金を使った調達では、品
質、経済性、適時性の確保に加えて、中立性、公正性、競争
性、透明性が求められるため、公共調達のルールに則って、
入札などを通じて資機材、施設、サービスを購入するととも
に援助資金の適正な管理が必要となります。
このため、公共調達や資機材などの調達に係る専門知識
やノウハウを持つ、ＪＩＣＳのような調達機関が、被援助国政
府の代わりにこれらの手続きを行っています。

● 沿革

JICSの仕事は、
「調達

3 3

で援助をカタチに」すること

援助の約束 調達

ODA

1989‒1993　揺籃期

1989　財団法人として設立
▶技術協力関連業務の開始
▶ 無償資金協力関連調査／調達監理業
務の開始
▶無償資金協力・調達代理業務の開始

1989　技術協力仕様書作成、食糧増
産援助実施促進調査の開始

1990　無償資金協力フォローアップ
調査の開始

1993　ノン・プロジェクト無償調達代理
業務の開始

1993～モンゴル向けノン・プロジェクト
無償調達代理業務による機材調達

1994‒1998　成長期

▶ 調達監理業務と調達代理業務の
拡大

1997　子供の健康無償業務の開始
1998　食糧増産援助調達監理、緊急
無償業務の開始

1998～インドネシア向け通貨危機支
援緊急無償による医薬品、医療品調
達、政府米の海上輸送

1999‒2003　拡充期

▶調達監理業務の拡大
▶ 復興支援を通じた調達代理業務の
多様化

2002　研究支援無償業務、食糧援助
調達監理業務の開始

2003　紛争予防・平和構築無償業務の
調達代理業務開始

2002～アフガニスタン緊急無償、ノン・
プロジェクト無償道路整備など

2003～カンボジア紛争予防・平和構築
無償の小型武器回収

実施監理・施工監理開始 施設案件機材調達

JICSのプロフィール
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JICSの理念（MVV）／目次

MISSION
私たちは、国際協力分野におけるプレーヤーとして、
国際社会の平和と安定に貢献します。

VISION
私たちは、国際協力分野における
世界最高水準のサービスを提供できる
集団を目指します。

VALUE
中立性、公正性、透明性
中立的な立場を維持し、
公正性・透明性を確保します。
信頼性
現場の声に耳を傾け、
クライアントとの信頼を築きます。
援助の効果
援助の効果が最大限に活かされるよう努力します。
創造と挑戦
 既成概念にとらわれず、新たなサービスを創造し、
提供することに挑戦します。

JICSは、組織の理念に掲げている通り、職員一人
ひとりが国際社会の平和と安定に貢献するために、
開発途上国の現場や日本での活動を通じ、サービス
プロバイダーとしてサービスの質の向上に努めて
います。

JICSの理念（MVV）
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資機材

施設

サービス

2004‒2011　転換期

▶ 調達代理業務の施設案件管理
の増大
▶ 有償資金協力、国際機関関連業
務の開始

2004　円借款調達関連書類一次
チェック業務の開始

2006　国際機関関連事業、防災・
災害復興支援無償、コミュニ
ティ開発支援無償業務の調達
代理業務開始

2009　環境プログラム無償業務
の開始

2004～イラク復興支援の緊急無
償での移動式変電設備、浄水設
備、発電所の整備

2005～スマトラ沖大地震被害支
援のノン･プロジェクト無償での
護岸復旧・病院整備、橋梁設置

2006～ASEAN事務局・国際獣疫
事務局の鳥インフルエンザ対策
支援

2012‒2017　変革期

2012　 一般財団法人（非営利型）
へ移行

▶競争力強化と従来型事業の深耕
▶ 官民連携・民間セクターにおける
新規事業開拓

2015　事業・運営権対応型の無
償業務の受託

2016　調達代理方式施設案件の
受託

2015～事業・運営権対応型のミャ
ンマーヤンゴン市無収水削減
計画

2016～調達代理方式施設案件
のミャンマー洪水被災学校再建
計画

事業・運営権管理開始管理へ発展

JICSの理念（MVV）／目次
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環境変化の大きい開発協力において、変化を成長のチャンスと捉え、
強みをさらに伸ばして事業領域を広げ、開発協力のプレーヤーとして
国際社会の平和と安定に貢献します。
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